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手にした一杯の水。
そこから想像を膨らませていこう。

　私たちは、のどを潤すために、器に

入った飲み水を口元に運ぶが、手にし

た一杯の水は、どこから来るのだろう。

日本ならば、水道の蛇口やペットボト

ルから来ることが多いだろうが、場所

が変われば、川や井戸から汲んできた

水や、雨水をためた甕からの水かもし

れない。

　このように、人は、地域の環境に応

じて、地下水や雨水、川などを水源と

し、井戸や水汲み場、水道栓などを取

水口にして水を利用してきた。水源か

ら口元へと水がたどる道程で、人はさ

まざまな器を使い分けながら水と関

わってきた。この水の道程は、身近な

器、人工の器、自然の器と、多様な水

の器で構成されており、水の器は、生

態環境と人の暮らしを媒介している。

　人は、水なしでは生きていけないし、

器なしには水を利用できない。器があ

るからこそ、水を蓄えることも分ける

ことも可能になる。すなわち水の器は、

人と人の関係をつなぐものとなる。時

として人は、器の水に特別な意図を込

め、またさまざまな意味を汲みあげる。

　人と自然、水と暮らし、人と人の関

係を映すのが水の器である。こうした

器を通して、水の問題を考えようと企

画した今回の展示では、国立民族学博

物館が所蔵する資料と総合地球環境学

研究所での人と水の研究の成果を踏ま

えて、世界各地の多様な水の器を紹介

する。「器」の字形に見立てて、「１．

生活世界の身近な器」「２．多様な水

源」「３．水の器・地球」「４．水の

ペットボトル」の４つのコーナーに分

けて水の器を考えることにした。手元

の水から水源へと遡り、水源に水をも

たらす地球のメカニズムへ、そして手

元の水へと戻ってくるように、水の道

程に沿って４つのコーナーをつなげて

いる。

　近年、「水の危機」が叫ばれ、水資

源が地球環境問題として盛んに議論さ

れるようになった。水に恵まれた日本

にいると、水の欠乏や汚染が深刻化す

る地域の実状は想像しにくいかもしれ

ない。だからこそ今、私たち誰もが手

にする一杯の水から、暮らし、地域、

世界、地球とのつながりへと想像を膨

らませてみたい。

　誰しもが必要とする水が、どこでも

同じように得られるわけではないから

こそ、人びとが地域ごとに水との多様

な関係を育んできたこと、そして、暮

らしの中から新たな関わりを生み出し

ていくことを、世界各地の多様な「水

の器」は教えてくれるのだから。

水の器
手のひらから地球まで

人間は、水を確保するために、手のひら

にかわるさまざまな器を作り出してき

た。人びとは地域の環境に応じた水源を

利用し、「汲む」「運ぶ」「ためる」「注ぐ」「掬

う」ための器を使い分けながら、水源か

ら水を口元まで運ぶ。口元から取水口へ

と水の道程を遡りつつ、生活世界におけ

る身近な器の世界を、国立民族学博物館

所蔵資料から紹介する。世界各地の水の

器には、地域の自然環境や技術とともに

文化や社会が投影されている。

1
生活世界の
身近な器

2
多様な水源

3
水の器・地球

4
水のペットボトル

人間は、地域の環境に応じて地下水や雨

水、河川などを水源として利用してきた。

また、水源から生活世界へと水を引き込

むために、貯水池、ダム、井戸や水路な

どの大規模な水の器を作り出してきた。

その一方で、人びとは、水の恵みをもた

らす水源に畏敬を抱き、神話や伝承、儀

礼を発達させてきた。水源は人間にとっ

て不可視の自然と現実の世界をむすぶ接

点となる。

いまや、どこに出かけても出会えるボト

ル入りの水は、現代社会を象徴する一品

ともいえるだろう。そこで、実際に、世

界各地からペットボトルを集めてみた

が、中身が「水」ゆえに、その差を伝え

ることはとても難しく、どの国も「水」

の違いをどう見せるのかに苦労している

ことがうかがえる。同時に、この新しい

器を使いこなすためのさまざまな工夫が

みられ、ペットボトルをきっかけに新た

な人と水の関わりが生み出されている。

地球は、地表の約７割を占める海洋と水

蒸気を含む大気に覆われた「水の惑星」

である。しかし、地球が湛える水のうち、

人間が使える水はほんのわずかである。

しかも、陸地にある水も地下水も、まん

べんなくあるのではなく、「あるところ・

ないところ」、「あるとき・ないとき」が

ある。これは、大気中の水蒸気を含め

て、地球の水が大きな流れの中にあるた

めで、この大きな動きを地球の「水循環」

という。
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●水を表現した東巴（トンパ）文字

●水を掬う（撮影：梅棹忠夫、タイ）

● 地球に比べると地表の水の総量は小さな水
玉。〔本図は宇宙航空研究開発機構（JAXA）
提供の地球の写真「みどり２号がとらえた地
球（合成画像）３」と水玉を並べたイメージ画
像です。〕

●ペットボトル

交通のご案内
＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
　「万博記念公園駅」下車徒歩約 15分
　（展示場をご覧になる方は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行できます。）
　「公園東口駅」下車徒歩約 15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス
　〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約 20分、
　　　　　　　ＪＲ茨木駅から約 10分「日本庭園前」下車、徒歩約 15分
　〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　　　　阪急茨木市駅から約 20分、ＪＲ茨木駅から約 10分、
　　　　　　　「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約 5分
●タクシー
　万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。万博記念公園の駐車場（有料）をご利用
願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約 5分

　＊ 「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通
りください。

お問い合わせ先
国立民族学博物館　〒 565 － 8511　大阪府吹田市千里万博公園 10番 1号
TEL:06-6876-2151　http://www.minpaku.ac.jp/

開 館 時 間：午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休 館 日：水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
観 覧 料：一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、
　　　　　　小・中学生110円（90円）

（　）は、20名以上の団体料金、大学等＊の授業でご利用の方、3ヶ
月以内のリピーター、満 65歳以上の方の割引料金（要証明書等）
＊大学等は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程

無料観覧日：5月5日（水・祝）、音楽の祭日（6月予定）

※ 自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園各ゲート脇の券売機で当館
（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。
※ 障害者手帳をお持ちの方は付添者 1名とともに、無料で観覧できます。また、毎週土
曜日は、小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園を通行さ
れる場合は、同園の入園料が別途必要です。

水がつなげる世界  水でひろがる世界

探してみよう！水の道具
～みんぱく・水のオリエンテーリング～
「水のオリエンテーリング・マップ」片手に、常設展示場をまわって、水の道具を探してみよう！
ガイドつきオリエンテーリングも予定。

水のことをもっと知ろう
【３月】
●連携研究「人と水」フォーラム「水のペットボトルから見る地域と文化」
日時：3月 28 日（日）13:30 ～ 16:00
対象：小学校高学年以上、当日自由参加
　13:30 ～ 15:00　第１部　公開シンポジウム「器との関わりから見る文化」
　　　　　　　　  新しい器ペットボトル、新しい水ミネラルウォーターは、暮らしの中にど

のように受け入れられ、どのように利用されているのでしょうか。現代社
会を代表する「水の器」を通して、水と人間の関わりを見直します。

　15:10 ～ 16:00　第２部　地球研・市民連携ワークショップ①「水の形から見る地域」
　　　　　　　　  水の形とは何だろう？ 水質分析で明らかになる「水の形」やタイプの違い

など、科学分析から見えてくる水の地域性について解説します。市民連携
の水質鑑定団に参加して、“日々飲む水の形”を調べてみませんか？

【４月】
●水のワークショップ「水の学習プログラム“WET”」（河川環境管理財団）
対象：小学生、親子連れ歓迎、定員 20組（要事前申し込み・応募者多数の場合は抽選）
　ゲーム形式で水や自然環境の大切さを学びます。5月 GWにも開催。

【５月】
●水のワークショップ「海の不思議・水の不思議」①（東海大学海洋学部）
日時：5月 22 日（土）13:30 ～ 15:00
対象：小学校高学年以上、定員 30人（要事前申し込み・応募者多数の場合は抽選）
　 地球の水の 97.5%は海水、1時間目は「海洋」についての解説、２時間目は実験を通して海
の水の不思議を学びます。

●水のワークショップ「海の不思議・水の不思議」②（西条市・東海大学海洋学部の連携）
日時：5月 30 日（日）13:30 ～ 15:00
対象：小学校高学年以上、当日自由参加
　 地下水盆という水環境を活かしたまちづくりを進める愛媛県西条市、１時間目は市の水環境
と暮らし、２時間目は地下水の水質調査を紹介します。

【６月】
●地球研・市民連携ワークショップ②「びっくり！あなたの水もミネラルウォーター」
日時：6月 12 日（土）13:30 ～ 15:00
対象：小学校高学年以上、当日自由参加
　水質鑑定団メンバーが集めた水の分析結果を解説します。

以上のイベントの詳細や申し込み方法は、民博ホームページでお知らせします。
ワークショップに関するお問い合わせは、
　・国立民族学博物館　情報企画係　TEL：06-6878-8532
　・受付時間：平日（月～金）9:00 ～ 17:00

●湧き水を利用した水場と水汲み
　 （撮影：田辺繁治、ラオス、 ルアン・プラバーン県バーン・キウチャ
ルアン村）

●ガンジス川の沐浴場（撮影：中尾徳仁、インド）

伊勢の染型紙
企  画  展　

協 力：鈴 鹿 市 / 伊 勢 型 紙 技 術 保 存 会 / 丸 池 藤 井 株 式 会 社 / 藍 田 染 工 / 服 部 染 工

映像と実物にみる匠の技
2010年3月25日〔木〕-6月29日〔火〕
開館時間：午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 休館日：水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
観覧料：一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円）無料観覧日：5月5日（水・祝）、音楽の祭日（6月予定）
＊（　）内の観覧料は、20名以上の団体料金、大学等（短大、大学、大学院、専修学校の専門課程）の授業でご利用の方、3ヶ月以内のリピーター、満65歳以
上の方の割引料金（要証明書等）を示します。＊自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園各ゲート脇の券売機で当館（国立民族学博物館）
の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。＊障害者手帳をお持ちの方は付添者1名とともに、無料で観覧できます。また、毎週土曜日は、
小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園を通行される場合は、同園の入園料が別途必要です。

みんぱく
携帯サイト

児玉博さんによる民博のスタジオでの型紙の彫刻（1978年）
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●ギャラリートーク… 解説/吉本 忍（本館教授）
 4月6日（火）14：30～15：30/5月18日（火）14：30～15：30/6月15日（火）14：30～15：30
●みんぱくウィークエンド・サロン…「伊勢の染型紙」/吉本 忍（本館教授）4月25日（日）14：30～15：30

道 具 彫

縞 彫 + 糸 入 れ

錐 彫

突 彫
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＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
 「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
　（展示をご覧になる方は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行できます。）
 「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

●バス 〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分
 　ＪＲ茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
 〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）
 　阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
 「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分

●タクシー 万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。
 下車、徒歩約5分
●自動車 駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。万博記念公園の

駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
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お問い合わせ先：国立民族学博物館 〒565－8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号 TEL:06-6876-2151 http://www.minpaku.ac.jp/

和紙を柿渋で貼りあわせた渋紙に、彫刻
刀で模様を彫った染型紙を使って布面に
糊を置き、その後に色染めをする型染は、
日本の伝統的な染色技法です。江戸時代
には型染が日本の各地でおこなわれ、染
めあがった布はおもにキモノの布地として
もちいられてきました。型染に欠くことので
きない染型紙は、伊勢（三重県）の鈴鹿
市白子（しろこ）と寺家（じけ）がおもな産
地で、伊勢で彫られた染型紙は各地の染
屋に供給されて、「伊勢型紙」の名でもて
はやされてきました。明治時代以降の日本
人の衣服の洋風化にともない、型染のキ
モノの需要は次第に減少し、必然的に
「伊勢型紙」の需要も減少していますが、
その精緻な製作技術の伝統は、21世紀の
今もしっかりと継承されています。
　国立民族学博物館では、開館当初の
1978～1980年に、はじめての映像資料作
成プロジェクトとして、本館スタジオ、ならび

に鈴鹿市白子と寺家で、国指定の重要無
形文化財保持者（人間国宝）をはじめとす
る方々の縞彫、突彫、錐彫、道具彫などの
彫刻技術と、彫刻した型紙を補強するため
の糸入れ技術の映像取材をおこなうととも
に、そのさいに製作された型紙を収集しま
した。
　本企画展では、それらのビデオ映像と
「伊勢型紙」を、江戸時代から明治時代
頃に使われていた古い「伊勢型紙」や見本
帳、国指定の重要無形文化財保持団体で
ある伊勢型紙技術保存会の方々によって
製作された現代の「伊勢型紙」、彫刻刀そ
の他の型紙製作用具、「伊勢型紙」を
使って染められた布やキモノとともに展示
します。さらに、関連資料として、現代のプ
リント技術で染められた反物やキモノもあ
わせて展示し、「伊勢型紙」の精緻な匠の
技とともに、現代社会から急速に姿を消し
つつある手仕事の実情を紹介します。

ながい歴史のなかで、アジア世界には、王権が
意識した境界や人々の活動にあらわれた境界などさ
まざまな「境界」を見出すことができます。この展
示は人間文化研究機構連携研究「ユーラシアと日
本：交流と表象」での境界をめぐる動きに関する研
究の成果の一部です。
古代では、中国の周辺諸民族が国家形成を進め

た5世紀を対象とし、出土資料から中国南朝や倭な
ど王権の意識した世界の広がり、大陸から倭への
技術の伝播を示します。
近現代では、近代国家が成立する18世紀から20
世紀を対象にします。北方では北海道からサハリン、
千島列島、アムール川流域にいたる民族集団につ
いて、清朝や江戸幕府など国家による認識、物質
文化の異同からみた集団の相互認識を示します。
南方世界では中国南部からタイへ移住した諸民
族について、移住に対する自らの認識、移住の動因、
移住後の文化変容を示します。
古代と近現代を比較することで、境界の姿を映し

出すとともに、現代において境界のもつ意味を考え
る場を提供することができれば幸いです。
※所蔵先のかかれていないものは国立民族学博物館蔵です。
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企画展

1485年（文明17年）にサハリン経
由で松前家の祖先に伝えられたとい
われる硯。銅雀台とは三国時代の魏
の曹操が築いた建物のこと。室町時
代のアムール川、サハリン、北海道
経由の交易、交流を物語る資料。

北方

女性用衣服（魚皮製）
シロザケの皮をつづった生地を裁断し、
布で装飾を施した女性用の上衣。魚皮は
防水性が高いことから、漁の時の作業着
に使われることが多かったが、晴れ着に
仕立てられることもあった。
ロシア連邦沿海地方

北方

白樺樹皮船
カラマツ材とトウヒ材の骨組み
を白樺樹皮でくるんだボート。軽
く持ち運びやすい上に丈夫で
水面での安定性も高い。この
ボートは大型なので100kg程
度の荷物を積むことができる。
ロシア連邦ハバロフスク地方

北方

古代

古代

高句麗広開土王碑拓本
（国立歴史民俗博物館蔵）

広開土王代の事跡を記した高
句麗の碑文。百済・新羅をもとの
属民とみる文章や倭との交戦記
録があり、高句麗の世界観・天
下観があらわれている。404年
（永楽14年）に倭が進入したの
で高句麗がこれを破った、などの
記事がみえる。

古代

永寧寺記碑拓本
（市立函館博物館蔵）北方

蝦夷錦（国立歴史民俗博物館蔵）
「蝦夷錦」とは江戸時代に松前藩からもたら
された中国製の絹織物のことで、この資料
はいわゆる「赤地牡丹型」と呼ばれたもの。
松前藩はサハリンでアイヌや「サンタン人」と
呼ばれた大陸の商人から手に入れていた。

北方

『夷酋列像図』イコトイ像北方

結納用の銀の延べ棒
銀を動産として貴重品とする観念が中国から移住
後も保持されてきたことを物語っている。モン族やミ
エン族のもとでは今でも結納用に使われている。

南方

モン族の刺繍「ストーリー・クロス」
モン族がラオス・タイを経て第三国に定住す
るまでの受難の移住史を元難民が多色の
綿糸で刺繍したもの。
タイ王国ペッチャブーン県

南方

1974年、白鳥芳郎博士の率いる上智大学調査団が、タイ王国
ランパーン県ガオ郡で入手し将来したもの。祖先の由緒、免税や
山中居住などの特権、官位の賜与などが漢字で書かれ、ミエンの
人々のアイデンティティの拠り所となっている。

南方

6本の管をもつリード楽器
で、中国・タイのモン族のも
とで人生儀礼に不可欠。中
国から移住の後も保持され
るとともに、演奏技術の交
流が今も行われている。
中国雲南省文山県

南方

銀製首飾り
タイ王国チェンラーイ県

南方

儀礼を執り行う祭司
ミエン（ユーミエン）族は漢族から
道教を受容し、その宗教は道教
的色彩が強い。「掛燈」（クヮタ
ン）などの功徳造成儀礼、祖先
祭祀・葬儀などさまざまな儀礼を
執り行う。漢字で書かれた経文
（個人蔵）、鐘を手に持っている。
タイ王国ナーン県

南方

ラフ・ナ女性衣装
「黒ラフ」とも呼ばれる。黒
色を基調とし、銀製装身具
を身に付けている。なお、ラ
フ族が移住の途上でラフ・
ニ（赤ラフ）というサブグ
ループが派生した。
タイ王国チェンラーイ県

南方

青磁刻花蓮弁文碗など
（大阪市立東洋陶磁美術館蔵）

せい じ  こっ か れんべんもんわん

黒釉天鶏壺
（大阪市立東洋陶磁美術館蔵）

こくゆうてんけい こ

楽器「蘆笙」
ろしょう

評皇券牒（南山大学人類学博物館蔵）
ひょうこうけんちょう

銅雀台瓦硯
（松前町教育委員会蔵）

どうじゃくだいが けん

1413年（永楽11年）に、現在のアムー
ル川最下流のティル村に当たるヌルガ
ンの地に建てられた永寧寺の建立の経
緯を記した碑文の拓本。当時中国の明
王朝はヌルガンに都指揮司という役所
を設け、ニヴフやアイヌなどのこの地域
の住民を支配した。

と　し　き　し

『夷酋列像図』は松前藩家老の蠣崎波響が描い
た『夷酋列像』の写本の一つ。イコトイは当時道
東アイヌの中心地だった厚岸の最有力者で、この
図では蝦夷錦の上に紅いロシアの外套を着た姿
で描かれている。

かきざき は きょう

（巻末） （巻頭）
　　　　　民族学者

梅棹忠夫の眼
特 別 展「 ウ メ サ オ タ ダ オ 展 」関 連・写 真 展

企画展

梅棹忠夫
がカメラ・

レンズを通
して

「眼」を
こらした世

界を

あらためて
見つめな

おす。

みんぱく
携 帯
サイト

2011年3月3日［木］―6月14日［火］
10：00―17：00（入館は16：30まで）
場所 国立民族学博物館 本館展示場内
主催
大阪府吹田市千里万博公園10-1  06-6876-2151（代表）  http://www.minpaku.ac.jp/

みんぱく
携 帯
サイト

お問い
合わせ先

国立民族学博物館
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6876-2151（代）　http://www.minpaku.ac.jp/

　梅棹忠夫は、世界各地で自身が撮影した写真のなかから自ら46点を選
び、写真展「民族学者　梅棹忠夫の眼」を1982年から2010年にかけて
国内各地で開催しました。特別展「ウメサオ タダオ展」の開催にあわせ、
企画展としてその写真展を再現します。日本写真家協会会員でもあった
民族学者・梅棹忠夫が、カメラ・レンズを通して「眼」をこらした世界
をあらためてご覧ください。

関連展示情報

　

日　時：2011年3月10日（木）- 6月14日（火）　場　所：特別展示館
特別展 ウメサオタダオ展

　ナシ族。中華人民共和国雲南省麗江納西族
自治県。ナシ族はチベット系農耕民で、金沙
江上流の大屈曲点ちかく、玉龍山（5950メー
トル）の山麓、麗江にすむ。ふるくから漢文化
に接し、その影響をうけているが、独特の風
俗、文化をたもっている。奇妙な絵文字でか
かれた「トンバ経」をつたえていることで有名
である。（1979）

　リビア王国フェッザン、セブハ市。リビア南
部のサハラの各地から、ラクダがあつめられ
て、セブハで市がひらかれる。一見不毛とみえ
るサハラ砂漠にも、おびただしい数のラクダ
が放牧されている。ベドウィン遊牧民たちが
それを監視している。（1968）

　イタリア共和国ア
ブルッツォ・モリーゼ
県チェルクエート村。
年に一度の村祭。お
寺での儀式ののち、
聖者の像、マリア様
の像などがかつぎだ
され、村のなかをね
りあるく。村びとは、
老人も子どもも、そ
の行列にくわわる。
となり村から、楽隊
がやとわれてきてい
た。（1969）

　　　　　民族学者

梅棹忠夫の眼
特 別 展「 ウ メ サ オ タ ダ オ 展 」関 連・写 真 展

企画展

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分（展示をご覧になる方は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば
無料で通行できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分／JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
　　　　　「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

※自然文化園（有料区域）を通行される場合は、自然文化園各ゲート脇の券売機で当館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。
※障害者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに無料で観覧できます。また、毎週土曜日は、小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園を通行される場合は、同園の入
園料が別途必要です。

【開館時間】午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
【休 館 日】水曜日（ただし、5月4日（水・祝）は開館）
【観 覧 料】一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円）
（　）は、20名以上の団体料金、大学等＊の授業でご利用の方、授業レポート等の作成を目的とする高校生、3ヶ月以内のリピーター、満65歳以上の方の割引料金（要証明書等）
＊大学等は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程
【無料観覧日】3月13日（日）、5月5日（木・祝）

本館展示の観覧料でご覧いただけます。

主 催：国立民族学博物館 協 力：山形県鶴岡市
開館時間：10：00～17：00（入館は16：30まで） 休 館 日：水曜日
無料観覧日：6月30日（日）
観 覧 料：一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円）
・（　）は、20名以上の団体料金、大学等＊の授業でご利用の方、授業レポート等の作成を目的とする高校生、3ヶ月以内のリピーター、満65歳以上の方の割
引料金（要証明書等）。大学等＊は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程

・障害者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに、無料で観覧できます。
・毎週土曜日は、小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園（有料区域）を通行される場合は、同園の入園料が別途必要です。

2013年5月23日（木）～8月13日（火）
国立民族学博物館
企画展示場A

企画展

◉お問い合わせ
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
＊自然文化園（有料区域）を通行される場合は、自然文化園各ゲート脇の券売機
　で当館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で
　通行できます。
「公園東口駅」下車徒歩約15分
＊「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
［近鉄バス］（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分、
　　　　　JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　   阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
　　　　   「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの「日本庭園前駐車場」
から約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある「国立民族
　学博物館専用通行口」をお通りください。

アマゾンには世界最大の熱帯林が広がり、豊
かな生き物文化が育まれてきました。インコや
ワシの羽を使った頭飾り、サルやペッカリーの
歯の首飾りなどなど。そして、これらの動物は、
「ペット」としても人々に愛されています。野生
を飼い慣らすことのできるアマゾンの人たちの
世界を体験してみませんか。

ギャラリートーク 13：00～13：30
●池谷 和信（国立民族学博物館・教授）
　6月  1日（土）、 7月14日（日）、 8月10日（土）、 8月11日（日）
●山本 紀夫（国立民族学博物館・名誉教授） 6月  2日（日）
●中川 哲男（天王寺動物園・元園長） 7月13日（土）
●山口 吉彦（アマゾン民族館・館長） 7月27日（土）
●小宮 輝之（上野動物園・元園長）  7月28日（日）
●中牧 弘允（国立民族学博物館・名誉教授） 8月  3日（土）

トークイベント 「鳥の羽根 いろとりどり」
7月27日（土）  14：00～16：00
館内・館外の研究者が、世界の鳥の羽根についてお話
しします。

ウィークエンド・サロン 14：30～15：30
●池谷 和信（国立民族学博物館・教授） 7月14日（日）
●齋藤　 晃（国立民族学博物館・准教授） 7月21日（日）

アマ
ゾンのすてきな生き

物

が

アマア
ゾンゾゾ のすの てきなな生生きき

物物

がが

いっぱい待っ
てい
るよ

［主催］国立民族学博物館、総合地球環境学研究所　［協力］特定非営利活動法人 えひめグローバルネットワーク
［開館時間］10：00～17：00（入館は16：30まで）
［休館日］水曜日　［無料観覧日］9月14日（土）、9月16日（月·祝）、11月3日（日·祝）
［観覧料］一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円）
・（　）は、20名以上の団体料金、大学等＊の授業でご利用の方、授業レポート等の作成を目的とする高校生、3ヶ月以内のリピーター、
　満65歳以上の方の割引料金（要証明書等）　※大学等は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程
・障がい者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに、無料で観覧できます。
・毎週土曜日は、小学生・中学生・高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園（有料区域）を通行される場合は、同園の入園料が別途必要です。

武器をアートに
T r a n s f o r m i n g  A r m s  i n t o  A r tA r m s i n t o

武
: P e a c e - b u i l d i n g  i n  M o z a m b i q u e

2013. 7. 11.木-11. 5.火
国立民族学博物館 企画展示場B

─ モザンビークにおける平和構築─ モザンビークにおける平和構築

〈ギター奏者〉
ケスター作　2012年

〈椅子〉
ケスター作　2012年

〈パンを焼く人〉
フィエル・ドス・サントス作　2002年
えひめグローバルネットワーク所蔵

人間文化研究機構連携展示

企画展

─ モザ─ モザ ビークにおける平和構築ビークにおける平和構築

◉お問い合わせ
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
＊自然文化園（有料区域）を通行される場合は、自然文化園各ゲート脇の券売機
　で当館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で
　通行できます。
「公園東口駅」下車徒歩約15分
＊「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
［近鉄バス］（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分、
　　　　　JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　   阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
　　　　   「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの「日本庭園前駐車場」
から約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある「国立民族
　学博物館専用通行口」をお通りください。

◉お問い合わせ
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代）
http://www.minpaku.ac.jp/
公式 Facebook　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約15分

アフリカのモザンビークでは、1975年の

独立後1992年まで続いた内戦の結果、戦

争終結後も大量の武器が民間に残されました。現在、この武器

を農具と交換することで回収し、武装解除を進めるとともに、回

収された銃器を用いてアートの作品を生み出し、平和を訴えよう

という、TAE「銃を鍬に」というプロジェクトが進められ、内戦後

の平和構築のモデルとして注目を集めています。このプロジェク

トにより、日本に住む人びとへのメッセージを込めて制作された

作品「いのちの輪だち」が、さきごろ民博におさめられました。

この企画展では、民博が収集した作品と、「銃を鍬に」

のプロジェクトを支援してきた日本国内のNPO法人

「えひめグローバルネットワーク」が所蔵する作品を

あわせて展示し、アートを通じて平和を築く営みを

紹介します。

アフリカのモザンビークでは、1975年の

独立後1992年まで続いた内戦の結果、戦

争終結後も大量の武器が民間に残されました。現在、この武器

を農具と交換することで回収し、武装解除を進めるとともに、回

収された銃器を用いてアートの作品を生み出し、平和を訴えよう

という、TAE「銃を鍬に」というプロジェクトが進められ、内戦後

の平和構築のモデルとして注目を集めています。このプロジェク

トにより、日本に住む人びとへのメッセージを込めて制作された

作品「いのちの輪だち」が、さきごろ民博におさめられました。

この企画展では、民博が収集した作品と、「銃を鍬に」

のプロジェクトを支援してきた日本国内のNPO法人

「えひめグローバルネットワーク」が所蔵する作品を

あわせて展示し、アートを通じて平和を築く営みを

紹介します。

武器をアートに
T r a n s f o r m i n g  AA r m s  i n t o  A r t

武
: P e a c e - b u i l d i n g  i n  M o z a m b i q u e

国際ワークショップ … 7.13.土／13：30～16：30　本館第4セミナー室

ウィークエンド・サロン ─ 研究者と話そう … 7. 28.日／14：30～15：30　本館展示場
　　　　　　　　講 師　𠮷田 憲司（国立民族学博物館教授）

武器をアートに ─ モザンビークにおける平和構築の営みを考える

みんぱくゼミナール … 10.19.土／13：30～15：00（開場13：00） 本館講堂
　　　　　　　　　　　　　　　　　講 師　𠮷田 憲司
心の武装解除 ─ モザンビーク「武器をアートに」プロジェクトを考える

要観覧料　申込不要

参加無料　申込不要　定員450名

参加無料　要事前申込  ※申込方法の詳細はホームページをご確認ください。

武器をアートに

〈いのちの輪だち〉
フィエル・ドス・サントス、
ケスター作　2012年

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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＊＊＊＊（（（（ ））））はははは、、、22220000名名名以以以上上上のののの団団団団団団体体体料料料料金金金金、、大大大大大学学学学等等等※※のののののの授授授授授業業業業業でででででごごごご利利利利用用用ののの方方方方、授授授業業業業レレレポポポポーーーートトトトトト等等等等等のののの作作作作作成成成成をををを目目目目的的的とととすすすするるるるる高高高高高校校校校校生生生生、、、3333ヶヶヶヶヶヶ月月月月月以以以以以以内内内内内ののののリリリリピピピピピーータタターーー、、、満満満満6666655歳歳歳歳以以以以上上上ののののの方方方方方ののの割割割割引引引引料料料料金金金金金金（（（要要要要要証証証証証明明明書書書書等等等））※※※大大大大学学学等等ははは、、短短短短短短大大大大、、大大大大大学学学、、大大大大大学学学院院院院院、、専専専専修修修修学学学学学校校校校校校ののののの専専専専門門門門門課課課課程程程程程程
＊＊＊障障障障がががががががいい者者者者手手手手帳帳帳帳帳をををおおおおお持持持ちちちちちちのののの方方はははははは、、、付付付付付付添添添添添者者者者者111名名名名名ととととととともももももにににに、、無無無無料料料料料ででででで観観観覧覧覧覧でででききききままままますすすす。。すす ＊＊毎毎毎毎毎毎週週週週週土土土土土土土曜曜曜曜日はははは、、、、小小小小小小学学学学学学生生生生・・・中中中中中中学学学学学生生生生生生生・・・高高高高高高校校校校校生生生生生ははははは無無無無無無料料料料ででででで観観観観観覧覧覧覧覧ででででききききままままますすす。。。。すすすすたたたただだだだししし、、、自自自自然然然然文文文文文化化化化化園園園園（（（（（（有有有有有料料料料料区区区域域域域））））をををを通通通通通行行行行行さささささささされれれれれれるるるるるる場場場合合合合合合はははは、同同同同園園園園のの入入入入園園園園園料料料料料ががががが別別別別途途途途必必必必要要要要要ででですすすす。すす
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アートと人類学を架橋する
オーストラリア国立博物館所蔵作品中、
最高の価値を放つ作品群 A
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m
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’s 
D
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国立民族学博物館准教授

日時 | 6月26日［日］14：30－ 15：00  場所 | 本館展示場
講師 | 丹羽典生 | （オセアニア展示場→企画展示場）

神戸大学教授

日時 | 7月8日［金］14：30－ 15：00  場所 | 本館企画展示場
講師 | 窪田幸子 | 

関
連
イ
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ト
情
報

申
込
不
要・要
展
示
観
覧
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36 36
  

6 all photographs by Tim Acker, 2007

*キャニング牛追いルートとは、20世紀の初頭
にこの道を探査したアルフレッド・キャニングに
ちなんで命名された牛の輸送路のことである。

オオオオオーーーーススススススーーートトトトトトラララララリリリリアアアアア西西西西西西部部部部ののののの砂砂砂砂砂漠漠漠漠漠砂砂砂砂砂 地地地地地漠漠漠漠漠漠漠 帯帯帯帯帯帯帯帯をををををををを縦縦縦縦縦縦縦縦ををを 断断断断断すすすすすす断断断断断 るるるるすすす 一一一一本本本本本道道道道道本本本本本本 、、、、道道道道道キキキキキキキキャャャャニニニニニンンンンググググググンンンン 牛牛牛牛牛牛牛グググググ 追追追追追いいいいいいルルルルルいいい ーーーーートトトト***。。。。今今今今今かかかかかかららららら1111000000000年年年年年以以以以以以
上上上上上上前前前前前前前、、、ヨヨヨヨヨヨーーーロロロロッッッッパパパパかかかかからららら来来来来来来来たたたた入入入入入植植植植植植入入入入入入 者者者者者者者ががががが北北北北北北北がががが 部部部部のののののの牧牧牧牧牧牧草草草草草地地地地地地かかかかかかからららら南南南南部部部部部部部ののののの食食食食肉肉肉肉肉肉市市市市市市場場場場場場へへへへへへととととと牛牛牛牛牛牛牛をををををを移移移移移動動動動動動動ささささささせせせせせせるるるるせせせせせせ
たたたためめめめににににににに切切切切切切りりりりり拓拓拓拓拓拓いいいいいたたたたたたたこここここののののの道道道道道でででで、、、先先先先先先先住住住住住住住住民民民民民民民アアアアアボボボボボリリリリリリボボボボボ ジジジジジニニニニニニニジジジジ ははははは初初初初初初めめめめめめめててててててて「「「「「白白白白白白白人人人人人」」」」ととととと遭遭遭遭遭遭遭遭遇遇遇遇遇遇遇遭遭遭遭遭遭 ししししし、、、、そそそそそのののののの生生生生生活活活活ををををを激激激激激激激変変変変変変激激激激激激激激 ささささ
せせせせせるるるるるせせ こここここことととととににににになななななりりりりままままますすすすすすす。。。■■■■■「「「ワワワワワンンンンロロロローーーードドドドド」」」」展展展展展展展展はははははは、、かかかかかつつつつつてててててそそそそそそそここここここにににににに住住住住んんんんんんんでででででいいいいたたたたたたたアアアアアボボボボボボボリリリリリジジジジジニニニニニニととととととととそそそそそののののの子子子子子子子孫孫孫孫孫孫孫孫孫ででででで
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yaykursapte! kamuy utar, inuyekur Fujito Takeki kar mosir
A World Full of Life: The Art of Fujito Takeki, an Ainu Master Carver

国立民族学博物館 開館40周年記念企画展　アイヌ工芸品展

藤戸竹喜
《ふくろう祭り  ヤイタンキエカシ像》 
2013年   
撮影  露口啓二

文化庁・北海道補助事業

現れよ。森羅の生命 ｜

いのち

2018年1月11日㊍－3月13日㊋
開館時間：10：00～17：00（入館は16：30まで） 休館日：水曜日　

会場：国立民族学博物館  本館企画展示場

観覧料：一般420円（350円） 高校・大学生250円（200円） 中学生以下無料
○上記観覧料は、本館展示との共通料金です。　○（   ）は、20名以上の団体料金、大学等※の授業でご利用の方、授業レポート等の作成を目的とする高校生、3ヶ月以内のリピーター、
　満65歳以上の方の割引料金（要証明書等） ※大学等は、短大、大学、大学院、専修学校の専門課程　○障がい者手帳をお持ちの方は、付添者1名とともに、無料で観覧できます。
○毎週土曜日は、高校生は無料で観覧できます。ただし、自然文化園（有料区域）を通行される場合は、同園の入園料が必要です。

○2月15日（木）から一部作品が入れ替わります。 ○3月11日（日）は本館展示・企画展の無料観覧日です。

木彫家 藤戸竹喜の世界

主催：国立民族学博物館、公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
後援：国土交通省、北海道教育委員会、公益社団法人北海道アイヌ協会、大阪府、吹田市、吹田市教育委員会
出品協力：一般財団法人前田一歩園財団、NPO法人元気の丘ギャラリー、株式会社ほくみん、正徳寺、
　　　　  鶴雅リゾート株式会社、角谷博氏、佐々木猛氏、藤戸竹喜氏、吉田いし氏
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藤戸竹喜（1934－）
Fujito Takeki

[大阪・万博記念公園]
〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel:06-6876-2151（代） Fax:06-6875-0401
www.minpaku.ac.jp/
〈公式Facebook〉
www.facebook.com/MINPAKU.official

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」
「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
＊「日本庭園前ゲート」横にある当館専用通行口をお通りください。

●開館時間…………
●観覧料……………

●大阪モノレール…
●バス………………

●乗用車……………

※高校･大学生･一般の方は自然文化園(中央口、西口、北口)窓口で、当館の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行
できます。　※小･中学生が自然文化園(有料区域)を通行される場合は、自然文化園(中央口、西口、北口)有人窓口で、みんぱく
へ行くことをお申し出いただき、無料通行券をお受け取りください。　※東口からは、自然文化園(有料区域)を通行せずに来館で
きます。　※東口または日本庭園前駐車場から来館し、自然文化園(有料区域)を通行してお帰りの場合は、同園入園料が必要です。

10:00～17:00（入館は16:30まで）
一般420円／高校・大学生250円／中学生以下 無料
※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

●休館日 水曜日、年末年始（12月28日～1月4日）

　北海道美幌町生まれ。まも
なく旭川に移り、父・竹夫のも
とで熊を彫り始める。15歳か
ら3年間は夏を阿寒湖畔の土
産物店で、冬は父のいる旭川
で過ごした後、武者修行とし
て全道の観光地を回る。1960
年に再び阿寒に戻って職人と
して土産物店で働き、1964年
に阿寒湖畔に民芸品店「熊の
家」を構えて独立。1969年には前田一歩園三代目園主・前
田光子の依頼で《樹霊観音像》を制作、正徳寺（阿寒湖
畔）に納める。以降、注文制作が増え、展覧会等への出品も
増える。
　主な展覧会歴に、「AINU: Spirit of a Northern People」
（1999年：米国スミソニアン協会国立自然史博物館）、
「AINU ART―風のかたりべ」（2012-13年：平成24年度アイヌ
工芸品展・北海道立近代美術館ほか）など。画廊や百貨店
での個展も多数。2014年には、ＪＲ札幌駅西コンコースにイ
ランカラプテキャンペーンの一環として札幌大学ウレシパクラ
ブによりアイヌアートモニュメントが設置され、そのメイン像
《エカシ像 クリムセ（弓の舞）》を制作した。

鹿を襲う熊と狼　1978年　作家蔵

ジンベイザメ　1993年　作家蔵

ゴミを捨てないで！　2003年　（公財）アイヌ文化振興・研究推進機構蔵

狼と少年の物語　2017年　作家蔵

現れよ。森羅の生命 ̶
いのち

木彫家 藤戸竹喜の世界
　藤戸竹喜（ふじと たけき／1934－）は、旭川を拠点に「熊彫り」を生業としていた父のもとで、12歳
から木彫を始めました。以来、父祖の彫りの技を受け継ぎながら、熊をはじめ狼やラッコといっ
た北の動物たちと、アイヌ文化を伝承してきた先人たちの姿を木に刻み、繊細さと大胆さが交差
する独自の世界を築いてきました。卓抜なイメージ力・構想力とともに、生命あるものへの深い愛
情に根ざした生気あふれる写実表現は、他の追随を許さず、北海道を代表する彫刻家として国
内外から高い評価を得ています。平成27年度に北海道文化賞、平成28年度には文化庁から地域
文化功労者として表彰されました。
　本企画展では、動物たちの俊敏な動きをとらえた初期作
から、民族の歴史と威厳をモニュメンタルに伝える等身大
人物像まで、約90点の作品を一堂に展示し、70年にわた
る創作活動の軌跡とその背景をたどります。
※2月15日（木）から一部作品が入れ替わります。

くまほ

▷アーティスト・トーク　
藤戸竹喜氏に作品について語って
いただきます
1月11日（木）14:00～（30分程度）
場所：本館企画展示場
申込不要／要展示観覧券

▷みんぱくゼミナール
「木彫り熊からアートモニュメントまで」
1月20日（土）13:30～15:00（13:00開場）
講師：
五十嵐聡美（北海道立近代美術館）
貝澤徹（木彫家）
岡田恵介（公益財団法人アイヌ文化振興・
　　　　　研究推進機構）
齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授）
場所：本館講堂
定員：450名（先着順）  申込不要／参加無料

▷みんぱくウィークエンド・サロン
　̶研究者と話そう
「木彫家 藤戸竹喜の世界」
2月25日（日）14:30～15:30
講師：齋藤玲子
場所：本館ナビひろば・企画展示場
申込不要／要展示観覧券

▷友の会講演会
「藤戸竹喜の世界を深く知るために」
3月3日（土）13:30～14:40
講師：齋藤玲子
場所：本館第5セミナー室　
定員：80名（先着順）　
友の会会員：無料（会員証提示）、一般：500円
※講演会終了後、講師の案内のもと企画展の見学会を
おこないます。
（要友の会会員証、もしくは展示観覧券）

毛ガニ　1995年　吉田いし氏蔵

関連事業

川の恵み　2000年　鶴雅リゾート（株）蔵

※表面の日本語の展覧会名の下には、アイヌ語と英語の展覧会名を記載しています。 ※写真はすべて露口啓二撮影
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る
ん
だ
っ
て
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
ね
。

そ
ん
な
人
た
ち
の
こ
と
を
伝
え
た
い
な
あ
と
。 

吉
永
利
夫

杉
本
栄
子

人
さ
ま
は
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

自
分
が
変
わ
る
。

主催：国立民族学博物館　
協力：一般社団法人水俣病を語り継ぐ会
      一般財団法人水俣病センター相思社　
後援：環境省、熊本県、水俣市

2024.3.14［木］ 6.18［火］
会場：国立民族学博物館 本館企画展示場

渡
辺
栄
蔵

今
日
た
だ
い
ま
か
ら
、

私
た
ち
は
国
家
権
力
に
対
し
て
、

立
ち
む
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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熱
意
と
は
こ
と
あ
る
毎
に

意
志
を
表
明
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

川
本
輝
夫

先
生
は
す
ぐ

自
分
の
課
題
と
し
て

受
け
と
め
ろ
と
言
う
け
ど
、

水
俣
病
事
件
な
ん
か

自
分
の
課
題
に
な
る
わ
け
な
い
ん
だ
よ
。

遠
藤
邦
夫

本
田
啓
吉

敵
が
目
の
前
に
い
て
も

た
た
か
わ
な
い
者
は
、

も
と
も
と

た
た
か
う
つ
も
り
な
ど

な
か
っ
た
者
で
あ
る
。

芥
川
仁

僕
は
水
俣
で
人
間
に
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。 

原
田
正
純

本
当
の
中
立
は
弱
い
立
場
の
側
に
立
つ
こ
と
。

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel：06-6876-2151（代）  Fax：06-6875-0401
https://www.minpaku.ac.jp/

企
画
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「
水
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病
を
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え

る
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ご利用案内

交通のご案内

観覧料 一般580円／大学生250円／高校生以下 無料
 ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

休館日 水曜日
 （3月20日（水・祝）は開館、翌21日（木）は休館）

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

大阪モノレール 「万博記念公園駅」、
 「公園東口駅」下車徒歩約15分
バス 阪急茨木市駅・JR茨木駅から
 「日本庭園前」下車徒歩約13分
乗用車 万博記念公園の駐車場（有料）をご利用ください。
 最寄りの「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
同園内を無料で通行できます。 ※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方
は万博記念公園各ゲート有人窓口で、みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証を
お受け取りください。 ※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

関連イベント

◉みんぱくウィークエンド・サロン ―― 研究者と話そう
「企画展「水俣病を伝える」 ――
 フィールドワーク展示の試み」
3月24日（日） 14：30～15：00　話者：平井京之介（本館教授）

◉みんぱくゼミナール
「水俣病を伝える」
3月16日（土） 13：30～15：00

講師：永野三智（（一財）水俣病センター相思社常務理事）

◉ワークショップ

◉友の会講演会

「水俣の海を感じる ――
 語り部講話とシーグラス体験」 
3月30日（土） 13：00～15：50

講師：吉永理巳子（（一社）水俣病を語り継ぐ会代表理事）
　　 吉永利夫（（一社）水俣病を語り継ぐ会理事）
　　 平井京之介（本館教授）

「企画展「水俣病を伝える」の舞台裏 ――
 フィールドワーク展示の試み」 
6月1日（土） 13：30～15：00　講師：平井京之介（本館教授）

◉みんぱく映画会
「水俣一揆 ――一生を問う人々」

6月8日（土） 13：00～16：00　
解説：吉永利夫（（一社）水俣病を語り継ぐ会理事）

「水俣病を伝える ――
 水俣病センター相思社の事例から」
4月28日（日） 14：30～15：00

話者：小泉初恵（（一財）水俣病センター相思社職員）

「ネコ実験小屋の修復について」
5月12日（日） 14：30～15：00　話者：日髙真吾（本館教授）

※イベントに関する詳細はホームページをご覧ください。

水俣病の発見から70年近くがたちました。現在、熊本県水俣・
芦北地域では、展示やガイドツアー、写真、語り部講話などを
通じ、水俣病の歴史や被害者の苦しみ、公害の経験をいかし
たまちづくりなどを伝える活動がさかんです。どのような人がこの活
動をしていて、そこにどういう思いがあるのでしょうか。言葉やモノ、
映像、場所はどう活用されているでしょうか。本展では、水俣病を
伝える活動の魅力と、そこから学べるものの可能性を探ります。

あし きた

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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